
日
用
・
食
料
品
商
の
建
家
と
営
業
税

ー
飯
能
に
お
け
る
一
八
八

0
年
代
の
種
目
別
芳
察
|

村

田

正

夫

一
、
序

地
理
学
に
な
け
る
研
究
は
、
種
々
の
文
化
科
学
に
な
け
る
研
究
の
先
端
を
横

(
1
)
 

断
す
る
よ
う
を
性
格
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
な
い

て
、
分
析
が
深
ま
る
に
伴
っ
て
、
空
間
に
関
す
る
検
討
を
、
詳
細

K
行
わ
ざ
る

を
得
左
い
か
ら
で
あ
る
o

い
い
か
え
れ
ば
、
地
理
学

K
な
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
間
活
動
が
空
聞
に
な
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
自
明
の
事
実
を
前
提
と
し
た
上

で
、
か
か
る
空
間
を
研
究
対
象
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
空
間
の
形
成
は
、
時
間

的
要
因
な
く
し
て
は
、
説
明
で
き
左
い
も
の
で
あ
り
、
∞
司
H

h

w

コ
』
・
「

J
b
u

、

る動 m
:.tをよ
O 、司

司

ミ〈

一
八
六
八

1
一
九
五
六
年
に
か
け
て
の
商
業
中
心
地
の
移

と
し
て
、
問
題
に
し
て
い

回

目

白

件

。

「

可

m
H

ロ

出
U
内

白

百

円

}

-

叩

申

炉、

筆
者
は
、

先
K
一
九
六

0
年
代
以
降
の
首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帯
k
h
f
け

(
3
)
 

る
商
業
地
域
の
形
成
を
論
じ
、
さ
ら

K
一
九
世
紀
末
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
在
来
商
業
地
域
の
特
質
を
通
じ
て
、
商
業
地
域
形
成
の
基
盤
を
分
析

(

4

)

e

 

し
た

c

続
い
て
、
飯
能
に
な
け
る
一
八
八

0
1
一
八
九

O
年
の
庄
舗
の
変
容

を
、
営
業
施
設
及
び
資
産
と
し
て
の
家
屋
所
有
と
、
営
業
税
負
担
力
を
考
慮
し

、

(
5
)

、

な
が
ら
、
分
析
し
た
。
そ
の
際
、
業
種
ど
と
に
検
討
し
た
が
、
本
論
文
で
は
、

日
用
・
食
料
品
高
の
種
目
別
動
態
を
把
握
し
て
、
商
業
活
動
の
地
域
的
基
盤
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
使
用
す
る
資
料
は
、
高
麗
郡
飯
能
町
戸
長
役
場

K
よ
る
一

八
八
三
年
「
建
家
調
書
」
と
、
一
八
八
二

1
八
三
年
「
商
業
税
金
徴
集
簿
」
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料

K
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た

τ)の
で
省
略
す
る
。

二
、
研
究
対
象
地
域

研
究
対
象
地
域
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

(
7
)

、

既
報
に
な
け
る
記
述
を
、
ほ

ほ
再
述
す
る
。
面
積
一
三
回
・

O
六
回
、
人
口
五
九
、
八
二
(
一
九
七
九
年

七
月
)
の
飯
能
市
は
、
東
京
駅
か
ら
約
四
五
回
に
位
置
し
(
図

1
)
、
西
部
の

秩
父
山
地
が
ほ
ぼ
八

O
d閣
を
占
め
、
市
街
地
は
、
入
間
川
の
段
丘
上

K
み
ら
れ

る
(
図

2
)
0

飯
能
市
k
h
v
け
る
一
九
六
九

1
一
九
七
三
年
の
人
口
増
加
率
は
、
六
・
八
%

玄

で
あ
う
た
が
、
一
九
七
三
i

一
九
七
七
年

K
は
、
さ
ら
に
五
・

O
婦
に
低
下

(
9〉
、

し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
六
年
の
人
口
当
た
り
J

小
売
業
販
売
額
の
水
準
値

内
ハ
リ
〕

(
全
国
日
一

O
O
)
は
、
九
一
・
七
を
一
示
し
、
三
九
市
中
第
一

O
位
j
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
人
口
増
加
率
に
比
べ
て
、
小
売
商
勢
が
強
く
、
首
都
圏
の
都
市
成

長
前
線
帯
K
な
け
る
拠
点
的
性
格
を
示
唆
す
る
。

連
担
し
て
市
街
地
を
形
成
す
る
飯
能
・
久
下
分
・
真
能
寺
三
村
は
、
一
七

O

七
1
一
七
一
五
年

K
、
町
場
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
六
斎
市
を
立
て
、

一
一
筋
の
街
村
型
を
形
成
し
、
や

が
て
一
へ
八
二
年

K
、
町
制
を

敷
同
た
。
織
物
・
茶
の
産
出
も

知
ら
れ
、
江
戸
(
東
京
)
|
川

越

i
秩
父
、
八
王
子

1

秩

父
の
両
分
岐
点
に
当
た
る
交
通

上
の
要
衝
に
位
置
す
る
渓
口
集

落
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
、

-11-

0105km  

飯能市の位置と高度図 1

一
八
八
二
年
に
と
れ
ら
三
村
が
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図 2

合
併
し
て
町
制
を
施
行
し
た
範
囲
を
中
心
と
し
て
、
考
察
す
る
。

三
、
商
業
地
域
の
形
成
(
表
参
照
)

け

生

鮮

食

品

商

生
鮮
食
品
商
は
、
す
べ
て
小
売
商
で
み
の
る
。
魚
商
は
、
納
税
額
の
七
二
係
、

週
一
家
数
の
六
回
婦
を
占
め
、
青
物
商
(
各
二
一
係
・
一
八
労
)
と
合
わ
せ
て
、

主
体
を
在
し
て
同
る
。
商
家
数
で
は
、
青
物
商
と
果
物
商
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
J

る

が
、
果
物
商
・
鶏
卵
立
閣
の
一
週
家
当
た

b
納
税
額
は
、
魚
高
・
青
物
商
と
比
べ

る
と
、
半
分
以
下
で
あ
る
。

一
方
、
魚
高
で
は
、
二
週
一
家
当
た
り
納
税
額
は
、
持
家
商
に
な
凶
て
は
多
い

が
、
非
持
家
商
品
で
は
き
わ
め
て
少
左
〈
、
こ
の
点
が
、
青
物
高
や
果
物
高
と
異

左
っ
て
い
る
。
魚
沼
の
行
動
活
動
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
念
会
鶏
卵
高

は
、
非
持
家
主
閣
一
で
あ
る
o

、

一
一
溌
業
率
fuは
、
商
家
数
の
四
三
婦
、
納
税
額
の
一
九
婦
で
あ
る
が
、
得
一
家
商

で
は
各
二
九
労
・
一
一
発
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
非
持
家
高
で
は
各
五
七
労
・

三
八
婦
と
著
し
く
高
く
、
生
鮮
食
品
高
経
営
の
一
浮
動
性
を
表
わ
す
。
一
廃
業
一
週
数

の
六
七
労
、
岡
高
納
税
額
。
七
一
婦
は
魚
高
で
あ
る
が
、
と
れ
ば
、
魚
高
数
の

四
回
婚
、
同
高
納
税
額
の
八
婦
に
当
た
り
、
魚
高
経
営
の
浮
動
性
が
特
に
強

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
持
家
一
環
業
高
で
は
、
魚
十
羽
の
占
め
る
比
率
は
、
十
団
家
数

の
五

O
φ

・
納
税
額
の
六
百
労
で
き
る
が
、
非
持
一
家
廃
業
高
閣
の
場
合
、
共
に
七

五
労
に
及
ぶ
0

4

ご
ら
に
、
品
一
叶
一
家
魚
高
の
う
ち
、
廃
業
高
は
、
商
家
数
の
二
五
婦
、

納
税
額
。
九
婦
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
活
毛
だ
け
の
高
家
(
平
均
八
・
五
坪
)

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
非
持
家
魚
濁
で
は
、
各
六

O
d背

-
E
四
婦
に
達
す
る
。

持
家
果
物
高
で
は
、
高
家
一
数
の
六
七

dw-
納
税
額
の
六
回
婦
が
廃
業
し
、
ほ
拘
禁
ポ

い
ず
れ
も
六
坪
の
活
宅
だ
け
の
商
家
で
あ
る
。
非
持
家

12 -

荷
数
の
三
分
の
二
は
、
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表 日用・食料品商の納税・動態・建家状況

〈、三 持家商

B/A 廃業 起業 兼業務1 建 家 (}平)
C商家数

商家数 B納税額 / 数納税額数納税額 数納悦額居宅 土蔵 物質

魚商 8 104.00 13.0 2 9.50 121.93 36.75 14∞ 10 
生
青物商 3 沼 10 9.4 62.00 6∞ 6.75 2 由宇
食果物商 3 8.25 2守8 2 5.25 34.50 21.00 l 
&)， 鶏卵商 l 
尚
小計 140.35 10.0 14.75 218.43 42.75 41.75 14 4 14 

荒荒物 商 14 177.75 12.7 1 2.50 7 19臼) 335.60 74.25 44.1J0 
3 

1(仲買)

物 陶器 商 3 辺 50 10.8 77.75 3.00 10.50 1 

類 f由 商 2 12.00 6.0 1 5.00 49.25 

調廷画(卸) 1 16.00 16.0 52.25 8.75 

a"t 20 238.25 11.9 2 7.50 7 19.50 514.85 77.25 63.25 5 

葉菓子商 7 3日75 5.7 1 2.25 1 4.75 1 2.50 1ω70 業215.00 2 

子草子商(年11) 2 29.20 14.7 l 0.20 51.05 18.50 11.25 

類餅 商 5 48.20 9.6 I 0.20 00.95 11.00 
商 i 言i 14 117.15 8.5 1 2.25 1 4.75 3 2.90 245.70 18.50 37.25 2 

較物商 4 119.00 298 l 8.00 123.75 108.50 位。。 1 

絞殺物商(仲買) 3 67.50 22.5 I 4.50 97.65 22.05 17.50 

類 卸) 5 179.20 35.8 1 0.20 l却 65 230.15 77.∞ I 

碕素麺商 1 7.00 7.0 20.00 

富十 13 372.70 28.7 3 12.70 372.05 3印 70 176.50 2 

僚 酒 商 4 44.50 11.1 3 14.00 71.75 8.00 5 

造酒商(卸) 18.00 18.0 1 18.00 5.00 18.00 2 

醤 i由商 2 45.10 22.6 1 0.10 157.75 22厄∞ 16.00 

品信f由商(卸) 1 2.25 2.3 25.75 36.00 20.00 
商

言f 8 109.85 13.7 1 18∞ 5 19.10 273.25 262.00 44.00 7 

茶製茶商(卸) 2 37.20 18.6 2 2.20 64.00 6.00 6.00 1 

商 仲買) 2 24.00 12.0 1 11.00 24∞ 
小計 4 61.20 15.3 1 11.00 2 2.20 88.00 6.00 6.00 1 

燃炭 商 1 7.00 7.0 10.00 

料附木商 1 2.25 2.3 1 2.25 9∞ 
商 音↑ 2 9.25 4.6 2.25 19.00 

総 書十 75 998.75 13.3 10 55.75 20 56.40 1，731.28 767.20 368.75 31 

un穫邑繊tζ企いて、記載以外は、小売りである。納税額の単位は、円である。
楽 1 金額明示されるものだけを記載Lた。 ※ 2 厩 12.00揮を含む。

非 持 家 商

以納税額 D/C 
廃業 起業 兼 業認証

数 納税額 数 納税額 数 納枕額

38.50 3.9 6 I 16.75 

14∞ 7.0 1 1.50 

2.50 2.5 2.50 1 1.00 

3∞ 3.0 1 3∞ 
58.00 4.1 8 I 22.25 2 2.50 

35.95 1l.98 
1 0.75 1 0.20 7.00 7.00 

7.∞ 7.∞ 

49.95 10臼) 1 0.75 1 0.20 

5.25 2.6 2 5.25 

5.25 2.6 2 5.25 

19.00 19.0 

9ω 9.0 1 9.00 1 1引)

28∞ 14.0 I 9.00 1 1日}

29.25 5.9 2 2.25 2 1 10.00 

2.25 1.1 1 1.50 l 0.75 

31.50 4.5 3 3.75 1 0.75 2 1 10.00 

16ω 16.0 

16.00 16.0 

188.70 6.1 12 35.00 4 6 I 14.20 



の
果
物
商
及
び
鶏
卵
商
は
、
す
べ
て
廃
業
高
で
あ
る
。
廃
業
が
全
く
み
ら
れ
左

い
の
は
、
青
物
商
だ
け
で
あ
hJ
、
生
産
地
商
業
左
い
し
地
場
生
業
的
性
格
が
う

か
が
え
る
。

持
家
商
に
な
い
て
は
、
大
工
兼
業
に
よ
る
納
税
額
が
、
魚
商
納
税
額

K
占
め

る
比
率
、
薬
受
け
士
冗

D
兼
業
に
よ
る
納
税
額
が
、
車
問
物
商
納
税
額

K
占
め
る
比

率
は
、
共
げ
い
こ
ポ
初
で
あ
る
が
、
青
物
商
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
豆
腐
及
び
わ
ら
じ

の
販
売
を
も
兼
ね
て
い
る
o

一
方
、
非
持
家
商
で
は
、
青
物
商
納
税
額
の
一
一

%
、
果
物
高
納
税
額
の
四

o
d
w
K
達
す
る
飲
食
業
兼
業
納
税
額
が
み
ら
れ
る
ほ

か
、
青
物
語
は
、
さ
ら
に
荒
物
商
を
兼
ね
る
。
す
左
わ
ち
、
前
述
の
青
物
商
の

生
産
地
商
業
左
い
し
地
場
生
業
的
性
格
は
、
こ
の
よ
う
左
万
(
よ
ろ
ず
)
屋
的

経
営
の
も
と
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
な
、
販
売
効
率
を
示
唆
す
る
持

。日)

家
商
延
坪
当
た
り
納
税
額

K
つ
い
て
は
、
魚
布
閣
が
最
大
で
、
青
物
商
・
果
物

高
の
願
で
あ
る
が
、
一
高
家
当
た
り
延
坪
面
積
で
は
、
青
物
商
が
や
や
大
き
ぐ

魚
商
の
中
に
は
、
長
屋
住
居
も
み
ら
れ
る
。

商
家
別
に
検
討
し
よ
う
o

非
持
家
高
全
部
と
、
魚
小
売
商
五
並
び
に
青
物
小

す
べ
て
納
税
額
八
・
五
円
以
下
で
あ
っ
て
、
き
わ

売
高
一
を
除
〈
持
家
商
は
、

め
て
零
細
で
あ
る
。

ζ

の
納
税
額
八
・
五
円
以
下
の
商
家
は
、
持
家
魚
小
売
高

で
は
廃
業
商
二
、
長
屋
住
居
一
、
兼
業
活
一
、
持
家
青
物
小
売
認
で
は
兼
業
高

一
一
、
持
家
果
物
商
で
は
廃
業
こ
と
な
っ
て
い
る
。
非
持
家
商
に
な
い
て
も
、
納

税
額
五
円
以
下
の
商
家
一

O
の
う
ち
、
九
が
府
開
業
商
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
持
家

商
、
非
持
家
高
を
問
わ
ず
、
零
細
層
に
な
け
る
経
営
上
の
浮
沈
が
認
め
ら
れ
る
。

持
家
商
全
般
に
つ
い
て
は
、
土
蔵
と
物
置
の
面
積
が
相
半
ば
す
る
が
、
と
の

傾
向
は
、
青
物
商
の
み
に
認
め
ら
れ
る
o

す
な
わ
ち
、
果
物
商
で
は
物
置
だ
け

で
あ

b
、
魚
高
で
は
、

ζ

れ
と
は
反
対
に
、
土
蔵
七
二
労
・
物
置
二
八
婦
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
魚
高
か
ら
青
一
物
議
、
さ
ら
陀
果
物
高
へ
と
、
新
興
商
業
的
要

素
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
し
か
も
、
一
般

K
、
土
蔵
・
物
置
を
持

た
な
い
、
い
わ
ば
居
宅
だ
け
の
高
家

K
沿
い
て
、
延
坪
当
た

b
納
税
額
が
大
き

い
こ
と
は
、
新
興
生
鮮
食
品
高

K
な
い
て
販
売
効
率
が
高
か
っ
た
と
と
を
表
わ

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

口

荒

物

類

高

荒
物
類
商
の
う
ち
、
荒
物
小
売
商
ば
、
納
税
額
の
七
四
係
、
商
家
数
の
七
二

婦
を
占
め
、
附
明
器
小
売
直
(
各
一
四
係
・
一
六
係
)
と
合
わ
せ
て
、
主
体
を
左

す
。
ま
た
、
一
高
家
当
た
り
納
税
額
の
多
い
廷
卸
高
・
荒
物
小
売
粛
に
対
し
て
、

ぞ
れ
の
少
な
い
陶
器
小
売
商
・
荒
物
仲
買
高
・
油
商
が
対
比
さ
れ
る
。
一
高
家

当
た
h
J
納
税
額
を
検
討
す
る
と
、
荒
物
小
売
萌

K
な
い
て
は
、
持
家
・
非
持
家

両
商
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
陶
器
小
売
商
で
は
、
持
家
蔚
の
方
が
、
非
持

家
商
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
い
。

ζ

れ
は
、
一
般
に
、
陶
器
の
方
が
、
荒
物
よ

14一一

り
も
古
河
単
価
・
重
量
で
あ
る
た
め
、
持
家

K
よ
る
定
着
的
左
隔
器
小
売
高
経
堂

が
功
を
奏
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
な
非
持
一
家
商
は
、
荒
物
商
と
晦
器
小

売
高

K
限
ら
れ
る
。

一
廃
業
高
閣
が
、
高
家
数
の
ヘ
イ
官
、
納
税
額
の
二
婦
に
過
ぎ
ず
、
す
べ
て
持
家
高

で
あ
る
点
は
、
生
鮮
食
品
頑
と
著
し
〈
相
違
し
、
後
述
の
菓
子
高
と
類
似
し
て

凶
て
、
非
持
家
+
閣
の
定
着
性
が
強
い
。
し
か
し
持
家
立
閣
の
廃
業
率
を
み
る
と
、

荒
物
小
売
商
で
は
、
商
家
数
の
七
婦
、
納
税
額
の
一

d%
に
過
ぎ
左
い
が
、
池
小

売
商
で
は
、
各
五

O
労
・
四
二
係
で
あ
っ
て
、
池
小
売
溜

K
な
け
る
浮
動
性
を

(日一日

一
不
す
。
と
れ

K
対
し
て
、
起
業
は
、
非
持
家
荒
物
小
売
高
だ
け
に
み
ら
れ

荒
物
小
売
h
J
開
業
の
容
易
性
が
う
か
が
え
る
。

納
税
額
の
明
ら
か
左
兼
業
の
比
率
は
、
持
家
商
で
は
商
家
数
の
三
五
係
、

納



税
額
の
八
係
、
非
持
家
商
で
は
各
二

O
d胃
・
四
係
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
は
荒
物
小

売
高
を
主
と
し
、
同
持
家
商
の
五

O
婦
、
同
納
税
額
の
一
一
¢
、
同
じ
く
非
持

家
~
閣
の
各
三
三
労
・
六
ポ
閣
に
当
た
る
。
荒
物
小
売
高
に
な
け
る
前
述
の
開
業
の

容
易
性
は
、
岡
高
が
兼
業
機
会
を
多
く
も
つ
こ
と
と
表
裏
の
関
係
を
も
っ
。
持

家
荒
物
小
売
商
の
兼
業
業
種
は
、
飲
食
業
を
は
じ
め
大
工
・
人
力
車
引
き
・
洗

い
張
り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
が
主
で
あ
り
J

、
薬
受
け
売
り
の
ほ
か
炭
・
乾
物
・

豆
腐
を
高
う
日
用
・
食
料
品
高
、
糸
蔽
織
物
・
古
着
行
粛
な
ど
の
繊
維
品
商
で

あ
る
。
し
か
し
、
非
持
家
荒
物
小
売
商
の
兼
業
種
目
は
、
雑
業
的
な
傾
向
の
強

い
売
薬
と
雑
菓
子
、
同
仲
間
県
高
の
そ
れ
は
、
や
は
り
仲
買
的
左
糸
橋
高
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
持
家
鞠
器
商
は
、
陶
器
と
同
じ
重
量
商
品
で
あ
る
石
油
・
水
油
、

ま
た
定
卸
認
は
、
遊
・
わ
ら
じ
の
高
口
問
的
系
譜
を
引
く
も
の
と
み
ら
れ
る
荒
物

を
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

持
家
高
延
坪
当
た
り
納
税
額
を
み
る
と
、
荒
物
小
売
布
団
・
陶
器
小
売
商
は
、

蓬
卸
高
・
池
小
売
商
よ
り
も
多
く
、
特

K
荒
物
小
売
商
で
は
、
長
屋
所
有
の
三

戸
が
あ
る
一
方
、
長
屋
住
居
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
進
卸
商
の
延
坪
箇
積
は
、

居
宅
を
始
め
と
し
て
、
著
し
く
広
い
。
蓮
が
、
軽
量
と
は
加
え
広
い
空
間
を
必

要
と
す
る
高
品
で
あ
り
、
し
か
も
か
か
る
商
品
の
卸
商
で
あ
る
点
か
ら
、
う
左

ず
け
る
。

商
家
別
に
検
討
し
よ
う
。
納
税
額
七
円
以
下
の
非
持
家
事
閣
は
、
荒
物
仲
買
、

陶
器
小
売
高
聞
の
ほ
か
、
荒
物
小
売
高
で
は
、
一
八
八
四
年
二
月
に
起
業
し
た
商

家
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
く
納
税
額
七
円
以
下
の
持
家
高
は
、
荒
物
小
売
商
の
う

ち
き
わ
め
て
狭
い
土
蔵
ま
た
は
物
置
一
を
持
つ
二
高
家
と
、
土
蔵
・
物
置
を
全
く

持
た
な
い
四
商
家
の
ほ
か
、
池
小
売
高
二
、
土
蔵
・
物
置
を
も
っ
随
器
小
売
高

一
K
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
、
零
細
な
商
家
層
と
み
ら
れ
、
持
家
高

k
h
f
w
て
は
、

一
般
に
、

延
坪
当
た
り
納
税
額
の
少
左
い
高
家
で
あ
る
。

荒
物
類
高
全
体
の
土
蔵
対
物
置
の
延
坪
比
は
、
五
五
対
四
五
で
あ
る
が
、
土

Q
U
 

蔵
の
方
が
多
い
の
は
、
荒
物
小
売
商
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
物
小
売
高
に

な
凶
て
、
延
坪
当
た
り
納
税
額
が
多
悼
の
は
、
一
般
に
広
い
土
蔵
・
物
置
を
持

つ
高
家
で
あ
り
、
同
商
の
在
来
的
性
格
が
表
わ
れ
て
阿
る
。
す
左
わ
ち
、
先
述

の
生
鮮
食
品
商
に
な
げ
る
魚
小
売
商
↓
青
物
小
売
商
↓
果
物
小
売
商
と
い
う
新

興
商
業
的
要
素
の
強
ま
り
と
類
似
し
て
、
荒
物
類
趨
で
は
、
荒
物
小
売
商
↓
鞠

器
小
売
趨
↓
定
卸
売
商
の
図
式
が
措
か
れ
よ
う
。

目

菓

子

類

商

菓
子
類
商
の
中
で
は
、
菓
子
小
売
商
が
、
商
家
数
の
五
六
係
・
納
税
額
の
三

七
婦
、
餅
小
売
高
が
各
三
一
係
・
一
一
一
九
労
を
占
め
、
こ
の
間
高
が
主
体
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
語
家
当
た
り
納
税
額
で
は
、
菓
子
卸
認
が
著
し
く
多
〈
、
次
同
で

餅
小
売
直
、
菓
子
小
売
商
の
願
で
あ
り
、
一
般
に
、
製
造
商
の
納
税
額
が
多
い

と
と
が
注
目
さ
れ
る
。
非
持
家
商
は
、
菓
子
小
売
商
だ
け
で
あ
J

り
、
そ
の
零
細

性
が
如
実
に
示
さ
れ
る
o

廃
業
高
は
、
持
家
菓
子
小
売
商
だ
け

K
み
ら
れ
、
同

商
数
の
一
四
婦
、
同
納
税
額
の
ム
ハ
d

初
で
あ
る
。
非
持
家
起
業
高
は
、
す
べ
て
葉

(

日

)

子
小
売
高
で
あ
り
、
持
家
起
業
商
も
、
菓
子
小
売
留
に
限
ら
れ
て
い
て
、
同

高
数
。
一
四
係
、
同
納
税
額
の
一
一
一
婦
を
示
す
。
す
左
わ
ち
、
菓
子
小
売
商
に

は
、
前
述
の
零
細
性
と
共
医
、
著
し
い
浮
沈
が
認
め
ら
れ
る
。

兼
業
高
が
持
家
商
だ
け

K
限
ら
れ
る
点
は
、
茶
頑
と
共

κ、
他
種
目
に
は
み

ら
れ
左
同
特
色
で
あ
る
o

兼
業
商
は
、
持
家
商
数
の
二
一
婦
、
同
高
納
税
額
の

一
一
婦
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
持
家
菓
子
小
売
商
数
の
一
四
%
、
岡
高
納
税
額
の

六
婦
を
一
示
す
荷
車
引
き
の
ほ
か
は
、
菓
子
卸
商
、
餅
小
売
商

K
む
い
て
、
わ
ず

か
に
薬
受
け
売
り
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
も
、
荷
車
引
き
を
兼
業
す
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る
菓
子
小
売
商
は
、
上
述
の
起
業
商
で
あ
り
、
内
職
的
左
駄
菓
子
高
を
創
業
し

た
も
の
で
あ
る
o

菓
子
卸
高
は
、
土
蔵
・
物
置
を
始
め
居
宅
も
最
も
広
い
が
、

(

日

)

延
坪
当
た
り
納
税
額
の
小
さ
い
菓
子
小
売
商
で
は
、
長
屋
所
有
と
共
に
、
魚

小
売
商
、
荒
物
小
売
商
と
同
様
、
長
屋
住
居
も
み
ら
れ
る
。

高
家
ど
と

K
検
討
し
よ
う
。
土
蔵
を
持J
つ
の
は
、
砂
糖
卸
や
薬
受
け
売
り
を

兼
ね
る
菓
子
卸
商
一
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
商
家
は
、
菓
子
高
閣
の
中
で
最
高
の
納

税
額
を
一
不
す
と
共
に
、
土
蔵
・
物
置
合
計
延
坪
に
な
い
て
も
、
最
も
広
い
。
そ

し
て
物
置
の
広
さ
は
、
土
蔵
の
約
六
割
で
あ
る
が
、
延
坪
当
た
り
納
税
額
は
、

平
均
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
残
る
一
つ
の
菓
子
卸
高
は
、
菓
子
商
中

第
二
位
の
納
税
額
を
示
す
が
、
兼
業
を
行
わ
ず
、
土
蔵
・
物
置
を
全
〈
持
た
左

回
。
そ
の
延
坪
当
た
り
納
税
額
は
、
菓
子
高
中
、
最
高
で
志
る
。
前
者
の
居
宅

面
積
は
、
後
者
の
ぞ
れ
の
三
・
五
倍
に
達
し
て
な
り
、
総
じ
て
、
前
者
が
在
来

卸
立
初
で
あ
る
の

K
対
し
て
、
後
者
が
新
興
卸
商
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。

菓
子
商
の
中
で
、
納
税
額
五
円
未
満
の
も
の
は
、
同
ず
れ
も
雑
菓
子
小
売
商

で
あ
る
o

こ
の
う
ち
、
非
持
家
高
二
は
、
一
八
八
二
年
一

O
月
と
一
八
八
三
年

一
一
一
月
の
起
業
高
で
あ
り
、
特
に
後
者
は
寄
留
商
で
あ
る
。
持
家
高
三
の
う
ち
、

居
宅
だ
け
の
商
家
が
二
で
あ
る
。
一
つ
は
、
一
八
八
四
年
八
月

K
同
開
業
し
た
起

業
商
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
荷
車
引
き
を
兼
ね
、
延
坪
当
た

b
納
税
額
が
、

菓
子
小
売
商
中
、
第
二
位
を
占
め
る
o

他
の
一
つ
は
、
兼
業
を
行
わ
ず
、
延
坪

当
た
り
納
税
額
は
、
菓
子
高
中
、
最
低

K
近
い
。
残
り
の
持
家
高
一
は
、
居
宅

面
積
の
二
・
四
倍
に
及
ぶ
厩
を
持
ち
、
菓
子
商
中
最
低
の
延
坪
当
た
り
納
税
額

を
一
不
し
、
一
八
八
四
年
二
月
に
廃
業
し
て
し
ま
う
o

つ
ま
り
、
零
細
な
雑
菓
子

高
の
中
で
は
、
起
業
高
だ
け
が
、
兼
業
を
伴
い
な
が
ら
、
納
税
効
率
を
高
め
て

い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
菓
子
小
売
商
の
う
ち
、
延
坪
当
た

b
納
税
額
が
第
二
w一
を
占
め
る
の

は
、
土
蔵
・
物
置
を
持
た
ず
、
兼
業
の
み
ら
れ
念
い
前
述
の
菓
子
卸
商
に
次
ぐ

納
税
額
を
一
不
す
高
家
で
あ
る
。
と
の
商
家
は
、
前
述
の
荷
車
引
き
兼
業
の
雑
菓

(
U
V
 

子
小
売
商
と
同
様
に
、
長
屋
住
居
で
あ
る
い
い
か
え
れ
ば
、
菓
子
小
売
高

の
中
で
延
坪
当
た
り
納
税
額
第
一
位
と
第
二
位
の
商
家
は
、
長
屋
住
居
で
あ
り
、

狭
小
な
居
住
空
間
を
基
盤
と
し
て
、
高
密
度
の
操
業
を
展
開
し
て
い
る
。
逆
に
、

長
屋
所
有
層
、
い
わ
ば
家
主
と
し
て
は
、
雑
菓
子
小
売
商
を
除
〈
菓
子
小
売
商

の
う
ち
、
最
低
の
延
坪
当
た
り
納
税
額
を
一
示
す
商
家
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
者

家
は
、
菓
子
高
の
う
ち
最
も
広
い
宕
宅
だ
け
を
持
つ
が
、
納
税
額
が
少
左
〈
、

い
わ
ゆ
る
第
一
種
兼
業
的
な
農
家
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
左
な
、
土
蔵

物
置
延
坪
の
う
ち
、
土
蔵
三
三
係
、
厩
二
二
婦
で
あ
J

る
が
、
物
置
を
持
つ
商
家

数
が
、
圧
倒
的
に
多
い
(
七
一
係
)
。

四

毅

類

商

穀
類
商
の
う
ち
、
卸
布
団
が
、
高
家
数
の
四

O
d胃
・
納
税
額
の
四
七
係
、
小
売

商
が
各
三
三
労
・
三
四
ポ
初
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
両
趨
で
占
め
ら
れ
、
零
細

な
非
持
家
商
も
、
両
閣
に
限
ら
れ
る
。
一
高
家
当
た

b
納
税
額
は
、
卸
、
小
売

り
、
仲
間
貝
の
旧
制
に
小
さ
く
、
と
の
ほ
か
に
、
零
細
な
素
麺
小
売
商
一
が
あ
る
。

非
持
家
高
の
廃
業
率
と
兼
業
率
は
、
商
家
数
で
は
、
共
に
五

O
M切
で
あ
る
が

納
税
額
で
は
、
前
者
三
二
労
、
後
者
五
婦
で
あ
る
。
非
持
家
穀
物
卸
商
は
、
山
灰

及
び
生
糸
の
卸
商
を
兼
ね
る
ほ
か
、
製
糸
運
転
水
車
業
を
も
営
ん
で
凶
た
が
廃

業
し
、
非
持
家
と
い
う
経
営
基
盤
の
脆
ぎ
を
露
呈
し
て
円
る
。
一
方
、
持
家
商

で
は
、
廃
業
が
み
ら
れ
ず
、
そ
の
兼
業
率
は
、
高
家
数
の
二
三
婦
、
納
税
額
の

一
二
係
で
あ
戸
る
。
そ
し
て
、
穀
物
小
売
商
は
、
陸
運
業
を
は
じ
め
、
醤
油
・
炭
・

油
の
小
売
り
、
同
仲
間
貝
高
は
、
菓
子
小
売
商
の
ほ
か
、
糸
繭
打
綿
、
炭
・
製
茶
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小
売
り
、
同
卸
粛
も
、
薬
受
け
売
hJ
左
い
し
、
炭
・
糸
繭
・
桑
の
各
部
を
兼
ね

る
。
か
く
て
、
持
家
穀
物
商
は
、
す
べ
て
兼
業
高
で
あ
り
、
兼
業
し
左
い
の
は
、

持
家
商
で
は
素
麺
小
売
商
、
非
持
家
溜
で
は
穀
物
小
売
立
閣
の
各
一
ず
つ
に
過
ぎ

左
い
。穀
物
商
の
中
で
は
、
一
高
家
当
た

b
延
坪
面
積
の
最
も
広
い
の
は
、

物
置
面
積
最
大
の
卸
商
で
あ
り
、
一
商
家
当
た
り
延
坪
面
積
、
延
坪
当
た
り
納

税
額
共
に
、
同
小
売
商
が
比
肩
す
る
。
土
蔵
・
物
置
延
坪
最
小
の
仲
買
商
で
は
、

一
商
家
当
た
り
居
宅
延
坪
が
最
も
広
〈
、
長
屋
所
有
も
み
ら
れ
、
延
坪
当
た
り

納
税
額
が
多
い
。
狭
山
山
居
宅
だ
け
の
素
麺
小
売
諸
問
と
い
え
ど
も
、
延
坪
当
た
り

納
税
額
は
、
穀
物
小
売
商
と
余
り
変
わ
ら
左
い
。

(

お

)

持
家
穀
物
商
の
土
蔵
・
物
置
は
広
く
、
居
宅
延
坪
の
約
一
・
五
倍

K
及
ぶ

口
問
い
γ心
土
蔵
面
積
は
、
物
置
の
そ
れ
の
二
倍
余
り
に
達
す
る
が
、
営
業
形
態
ご
と

に
検
討
す
る
と
、
著
し
〈
異
左
り
、
卸
高
で
は
、
土
蔵
面
積
は
、
物
置
の
ぞ
れ

の
三
倍
近
い
が
、
小
売
高
・
仲
買
で
は
、
約
一
・
三
倍
陀
過
ぎ
な
い
。
ま
た
仲

買
の
一
商
家
当
た

b
面
積
を
み
る
と
、
物
管
一

K
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
平
均
的
な
広

き
で
あ
る
が
、
土
蔵
は
、
き
わ
め
て
狭
い
と
と
が
注
目
さ
れ
る
。
商
家
別
に
検

討
す
る
と
、
延
坪
当
た
h
J
納
税
額
が
多
い
の
は
、
卸
商
及
び
仲
買
で
は
、
物
置

を
持
た
左
い
が
土
蔵
を
持
つ
商
家
で
あ
る
の

K
対
し
て
、
小
売
商
で
は
、
反
対

K
土
蔵
を
持
た
左
い
で
物
置
を
持
つ
商
家
で
あ
る
。
と
れ
ら
は
、
在
来
的
・
定

着
的
左
卸
商

1
仲
買
と
、
新
興
小
売
商
の
著
し
い
対
照
を
物
語
る
。

土
蔵
・

団

醸

造

品

衛

醸
造
口
叩
溜
に
な
い
て
は
、
商
家
数
の
八

O
婦
、
納
税
額
の
六
七
婦
が
酒
商
で

あ
り
、
残
り
が
醤
油
商
で
あ
る
o

一
商
家
当
た

b
納
税
額
は
、
溜
高
・
醤
油
商

共
花
、
小
売
商
の
方
が
、
卸
商
よ
り
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
差
は
、
醤
油
商

K
な
い
て
著
し
い
。
酒
は
、
持
家
商
に
と
ど
ま
ら
ず
、
非
持
家
商
に
な
い
て
も

販
売
さ
れ
る
が
、
経
由
治
は
持
家
商
だ
け
で
売
ら
れ
て
な
り
、
噌
好
口
問
と
し
て
の

酒
に
対
し
て
、
実
用
品
と
し
て
の
醤
油
と
い
う
、
商
品
の
特
性
の
相
違
を
示
唆

す
る
。
し
か
も
、
酒
商
の
一
商
家
当
た
り
納
税
額
を
み
る
と
、
非
持
家
高
で
は
、

小
売
商
が
卸
高
閣
の
約
五
・
四
倍
に
及
ぶ
の
に
対
し
て
、
持
家
商
で
は
、
逆

K
、

卸
商
が
小
売
商
の
一
・
七
倍

K
近
い
。
つ
ま
り
、
酒
高
閣
の
場
合
、
卸
高
と
い
え

ど
も
、
持
家
で
左
け
れ
ば
、
小
売
商
を
し
の
ぐ
経
営
規
模
を
一
ボ
さ
左
か
っ
た
の

で
あ
る
。

(
閉
山
)

廃
業
率
は
、
商
家
数
の
二
七
係
・
納
税
額
の
一
五
ポ
初
で
あ
る
が
、
起
業
率

は
、
各
七
労
・
五
ポ
切
に
過
き
左
い
。
経
営
面
に
な
い
て
地
味
な
醤
油
商
で
は
、

起
・
廃
業
が
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
高
勢
の
強
い
酒
商
で
は
、
ぞ
れ
が
認

め
ら
れ
る
。
特

K
卸
商
の
一
廃
業
が
め
だ
ち
、
持
家
商
で
は
唯
一
の
寄
留
卸
高
が
、

一
八
八
四
年
二
一
月
、
兼
業
す
る
飲
食
業
も
ろ
共
廃
業
し
た
。
一
方
、
非
持
家

(

沼

)

商
で
は
、
卸
趨
数
の
四

od如
、
同
納
税
額
の
八
婦
が
廃
業
し
:
、
同
卸
高
で
は
、

高
家
数
の
五

0
4官
、
納
税
額
の
一
三
二
婦
の
起
業
も
み
ら
れ
る
。
日
山
い
か
え
れ
ば
、

持
家
商
で
は
一
卸
高
の
廃
業
だ
け
で
あ
る
が
、
非
持
家
惑
で
は
、
小
売
布
閣
の
廃

業
、
卸
商
の
起
・
底
油
業
が
共

K
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
フ
て
、
持
家
詣
で
は
大

型
の
数
少
在
日
U

倒
産
、
非
持
家
商
で
は
小
規
模
の
多
く
の
変
動
が
あ
っ
た
も
の

と
み
て
よ
い
。
か
か
る
小
規
模
の
変
動
が
み
ら
れ
る
の
は
、
納
税
額
一
・
五
円

以
下
の
非
持
家
酒
高
!
卸
高
・
小
売
高
各
二
ー
で
あ
る
。

兼
業
率
は
、
商
家
数
の
四
六
婦
、
納
税
額
の
三
一
係
で
あ
り
、
持
家
高
の
場

合
、
商
家
数
で
は
高
率
で
あ
る
が
、
納
税
額
で
は
低
率
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

(

忽

)

、

非
持
家
商
に
沿
い
て
は
、
と
の
逆
で
あ
る

c

い
い
か
え
れ
ば
、
持
家
商
の
兼

業
は
、
わ
ず
か
一
な
が
ら
多
く
の
居

K
行
き
渡
っ
て
い
た
が
、
非
持
家
商
の
そ
れ
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一
部
の
庄
に
偏
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
沼
商
の
兼
業
種
目
と
し
て
は
、
圧

倒
的

K
飲
食
底
が
多
い
の
に
対
し
て
、
醤
油
商
の
場
合
、
薬
の
受
け
売

b
を
始

め
、
水
油
の
小
売

b
、
塩
の
卸
・
小
売
h
p
を
兼
ね
、
前
者
が
サ
ー
ビ
ス
業
の
系

譜
を
示
す
一
方
、
後
者
が
実
用
品
商
の
系
譜
で
あ
る
ζ

と
を
示
す
。

一
商
家
当
た
り
延
坪
面
積
が
広
い
の
は
、
醤
油
商
で
あ
り
、
中
で
も
そ
の
小

売
商
で
あ
る
が
、
酒
商
の
場
合
は
、
卸
・
小
売
-P
共
K
著
し
〈
狭
山
円
。

ζ

の
傾

向
は
、
居
宅

κ沿
い
て
も
さ
る
こ
と
左
が
ら
、
特

κ土
蔵
・
物
置
k
h
v
い
て
、

顕
著
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
延
坪
当
た
り
納
税
額
は
、
と
の
逆
で
あ
り
、
醤

油
小
売
商
に
な
い
て
最
も
少
左
く
、
次
い
で
同
卸
商
、
さ
ら

K
酒
小
売
商
で
あ

り
、
最
も
多
い
の
は
、
酒
卸
商
で
あ
る
。
偲
々
の
酒
商
K
つ
い
て
み
る
と
、
納

税
額
順
位
と
延
坪
当
た

b
納
税
額
順
位
が
符
合
す
る
の
に
対
し
て
、
醤
油
趨
で

は
、
そ
の
順
位
が
、
ほ
ほ
逆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
規
模
の
利
益
を
具
現
す
る
の

は
、
酒
商
で
あ
る
。
酒
商
で
は
、
土
蔵
を
持
つ
商
家
は
な
く
、
物
置
を
持
つ
の

が
、
納
税
額
最
低
の
小
売
商
一
だ
け
で
あ

b
、
そ
の
物
置
と
て
も
、
酒
商
延
坪

面
積
の
八
¢
に
過
ぎ
念
加
。
と
と
ろ
が
、
醤
油
商
は
、
延
坪
面
積
の
七
¢

K
当

た
る
物
置
の
ほ
か
に
、
五
五
d

滑
に
及
ぶ
土
蔵
を
持
つ
o

こ
の
点
に
な
い
て
も
、

先
述
の
よ
う
左
晴
好
品
・
実
用
品
両
濁
の
系
譜
の
相
違
が
看
取
さ
れ
る
と
共

K
、

醤
油
寓
聞
の
顕
著
な
在
来
的
定
着
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

肉
製
茶
高
・
燃
料
商

製
茶
商
は
卸
商
・
仲
買
、
ま
た
燃
料
商
は
、
小
売
商
だ
け
で
あ
る
。
非
持
家

寓
聞
は
、
起
・
廃
業
、
兼
業
の
認
め
ら
れ
な
い
製
茶
卸
高
一
に
限
ら
れ
る
。
し
か

し
、
製
茶
持
家
商
で
は
、
仲
買
の
商
家
数
の
五

O
d
w
・
同
納
税
額
の
四
六
婦
が

廃
業
高
で
あ
り
、
製
茶
持
家
卸
商
に
な
い
て
は
、
兼
業
が
認
め
ら
れ
る
。
燃
料

商
で
は
、
商
家
数
の
五

O
d如
、
納
税
額
の
二
回
婦
が
廃
業
商
で
あ
る
。

vi 

商
家
別
に
み
る
と
、
製
茶
卸
商
の
う
ち
、
持
家
商
二
の
納
税
額
は
、
二
二
・

一
一
円
及
び
一
五
円
、
非
持
家
商
の
そ
れ
は
一
六
円
で
あ
っ
て
、
持
家
・
非
持
家

両
商
の
納
税
額
の
差
は
、
著
し
〈
な
い
。
納
税
額
二
二
・
二
円
を
示
す
商
家
と

い
え
ど
も
、
専
業
で
は
な
〈
、
傘
・
下
駄
の
卸
、
薬
受
け
売
り
を
兼
ね
る
万
(
よ

(
お
〉

ろ
ず
)
屋
形
態
で
あ
っ
て
、
土
蔵
・
物
置
を
持
た
左
い
。
ま
た
納
税
額
一

(

M

)

 

五
円
を
示
す
商
家
も
、
一
八
八
三
年
七
月
に
氷
小
売
り
を
兼
業
す
る
よ
う

K

な
り
、
土
蔵
・
物
置
各
六
坪
を
持
つ
に
過
ぎ
ず
、
延
坪
当
た
り
納
税
額
は
、
前

者
の
半
ば
に
及
ば
な
い
。
製
茶
仲
買
二
の
納
税
額
は
、
各
一
三
円
・
一
一
円
で

あ
り
、
彼
ら
の
建
家
は
共

K
居
宅
一
二
坪
ず
つ
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
商
家
の

延
坪
当
た

b
納
税
額
は
、
ほ
ほ
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
額
は
、
卸
商
と
比

(
お
〉

べ
る
と
は
る
か
に
多
く
、
仲
買
が
、
狭
い
居
住
空
間
を
占
め
念
が
ら
、
活
発

念
取
引
を
行
っ
て
い
た
と
と
が
知
ら
れ
る
。
納
税
額
一
一
円
を
示
す
後
者
は
、

一
八
八
三
年
一
月

K
廃
業
し
て
な
り
、
製
茶
仲
買
商
経
営
の
限
界
を
物
語
る
。

燃
料
蕗
二
の
納
税
額
は
少
左
く
、
木
炭
商
七
円
、
附
木
商
二
・
二
五
円
で
あ

る
。
共
に
土
蔵
・
物
置
を
持
た
ず
、
前
者
は
、
長
屋
住
居
|
居
宅
一

O
坪

|
、
後
者
は
居
宅
九
坪
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
延
坪
当
た
h
J
納
税
額
は
、
前
者

の
そ
れ
の
約
三
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
一
八
八
三
年
九
月

K
廃
業
し
た
o

総
じ
て

生
産
地
商
業
と
し
て
の
製
茶
商
と
、
消
費
地
高
業
と
し
て
の
燃
料
商
と
の
規
模

形
態
上
の
対
照
が
著
し
い
。

四

結

語

巴
生
鮮
食
品
商
(
す
べ
て
小
売
商
)

K
つ
い
て
は
、
ハ
の
そ
の
主
体
は
、

魚
商
と
ζ

れ
に
次
ぐ
青
物
商
で
あ
り
、
と
の
両
商
の
納
税
規
模
が
大
き
い
の

κ

対
し
て
、
果
物
商
・
鶏
卵
溜
の
そ
れ
は
小
さ
い
。
し
か
も
、
持
家
・
非
持
家
両

高
の
納
税
規
模
格
差
及
び
単
位
面
積
当
た

b
納
税
効
率
の
点
で
、
魚
高
は
、
青
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物
高
・
果
物
商
を
し
の
ぐ
。
ま
た
、
持
家
魚
商
の
繁
栄
と
、
零
細
左
魚
行
商
の

存
在
が
、
住
民
の
旺
盛
左
魚
類
需
要
を
裏
書
き
す
る

0
0
魚
十
却
を
始
め
果
物

高
・
鶏
卵
高

K
な
け
る
薬
業
が
、
著
し
い
。
特

K
持
宏
私
立
崎
よ
り
も
非
持
家
高

K

な
い
て
、
廃
業
率
が
高
く
、
彼
ら
の
経
営
の
浮
動
性
を
一
示
す
。

ζ

れ
氏
対
し
て
、

青
物
商
の
廃
業
は
認
め
ら
れ
ず
、
生
産
地
高
業
な
い
し
地
場
生
業
的
性
格
が
う

か
が
え
る
。
と
の
性
格
は
、
青
物
商
・
果
物
商
に
な
け
る
万
(
よ
ろ
ず
)
屋
的

経
営
K
も
表
わ
れ
る

0
0

一
般
的
K
は
、
持
家
十
四
・
非
持
家
事
乞
通
じ
て
、

零
細
習
に
な
け
る
経
営
上
の
浮
沈
が
大
き
い
。
し
か
し
、
居
宅
だ
け
の
高
家
に

な
げ
る
挙
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
は
、
古
向
い
。
ま
た
、
土
蔵
の
広
い
魚
商
か

ら
、
土
蔵
・
物
置
相
半
ば
す
る
青
物
酒
、
き
ら
げ
い
物
置
の
広
い
果
物
商
へ
と
、

新
興
商
業
的
要
素
の
強
ま
り
を
一
示
す
。
¥
/
 

口
荒
物
類
商
に
つ
い
て
は
、
一
そ
の
主
体
は
、
荒
物
小
売
商
と
こ
れ
に

/
〈
¥

次
ぐ
掬
器
小
売
商
で
あ
る
。
一
商
家
当
た
り
納
税
額
を
み
る
と
、

G
高
額
左
蓬

卸
高
・
荒
物
小
売
高
と
、
低
額
左
陶
器
小
売
高
・
荒
物
仲
買
・
油
小
売
商

K
ハガ

け
ら
れ
、

O
同
じ
く
小
売
商
で
あ
っ
て
も
、
荒
物
商
で
は
、
持
家
・
非
持
家
商

高
の
差
が
ほ
と
ん
ど
左
い
の
に
対
し
て
、
陶
器
商
で
は
、
持
家
立
閣
の
方
が
非
持

家
商
よ

b
も
多
く
、
よ
り
高
単
価
、
よ
り
重
量
と
い
う
高
品
上
の
特
質
が
、
持

¥
ラ
/
'

家
に
よ
る
定
着
的
な
陶
器
商
経
営
を
も
た
ら
す

o
C

生
鮮
食
品
商
ー
と
比
較
す

る
と
、
一
境
業
が
少
な
〈
、
非
持
家
商
の
定
着
性
が
強
加
。
池
小
売
立
問
で
は
、
一
廃

業
率
が
古
向
く
、
そ
の
浮
動
性
を
一
不
す
。
非
持
家
荒
物
小
売
高
だ
け

K
認
め
ら
れ

る
起
業
は
、
荒
物
小
売
商
開
業
の
容
易
性
を
表
わ
す
。
開
業
の
容
易
性
は
、
。
舟
ノ

、、/

様
左
業
種
の
兼
業
を
背
景
に
展
開
す
る
c

三
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
は
、

/イ、、

定
卸
商
・
油
小
売
商
よ
り
も
、
荒
物
小
売
商
・
陶
器
小
売
商

K
な
い
て
高
〈
、

乏
か
で
も
荒
物
小
売
立
閣
の
階
層
分
化
が
注
目
さ
れ
る
。
零
細
経
営
問
閣
の
納
税
効

率
は
低
凶
。
⑮
土
蔵
の
広
い
荒
川
物
小
売
高
か
ら
、
物
置
の
広
い
開
器
小
売
商
、

き
ら

K
物
置
だ
け
の
荏
卸
高
の
閣
に
、
新
興
商
業
的
要
素
の
強
ま
り
を
一
不
す
。

荒
物
小
売
商
に
お
い
て
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
が
高
円
の
は
、
広
い
土
蔵

・
物
置
を
持
つ
一
高
家
で
あ
っ
て
、
同
高
の
在
来
的
性
格
が
表
わ
れ
る
。

、
〉
/

自
菓
子
類
商
に
つ
同
て
は
、
一
そ
の
主
体
は
、
菓
子
小
売
高
と
こ
れ

K

〆
/
、
¥

次
ぐ
餅
小
売
高
で
あ
る
。
し
か
し
一
高
家
当
た
り
納
税
額
を
み
る
と
、
最
高
は

菓
子
卸
商
、
次
い
で
餅
小
売
商
、
菓
子
小
売
十
閣
の
願
で
あ
る
。
非
持
家
商
・
持

家
建
業
者
・
起
業
立
閣
の
多
〈
は
、
菓
子
小
売
高
で
あ
っ
て
、
そ
の
零
細
性
一
と
経

¥
ノ
〆

営
変
動
が
示
さ
れ
る
。
二
兼
業
は
、
持
家
者
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
。
菓
子
小

/
4
¥
 

士
冗
立
閣
は
、
一
般
に
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
ー
ま
で
か
低
〈
、
一
地
層
分
化
が
み
ら
れ

る
。
臼
菓
子
部
還
に
は
、
白
広
い
居
宅
、
土
蔵
・
物
置
を
擁
し
て
、
兼
業
を
営

み
、
最
高
の
納
税
額
を
一
ポ
す
が
、
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
の
低
い
在
来
商
と
、

C
納
税
額
は
と
れ
に
次
ぐ
が
、
土
蔵
・
物
置
を
持
た
ず
、
兼
業
を
行
わ
ず
、
単

位
面
積
当
た
り
納
税
額
最
高
の
新
興
高
と
が
、
認
め
ら
れ
る
o

ゆ

零

細

左

雑

菓
子
小
売
立
閣
の
中
で
は
、
起
業
高
だ
け
が
、
兼
業
を
伴
加
な
が
ら
、
納
税
効
率

を
高
め
て
回
る
。
五
菓
子
小
売
高
閣
の
中
で
、
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
の

:
 

高
川
円
高
家
は
、
長
一
度
住
居
で
あ
り
、
狭
小
な
居
住
空
間
を
基
盤
と
し
て
、
高
密

度
の
操
業
を
展
開
す
る
。
長
屋
を
提
供
す
る
家
主
閣
官
は
、
第
一
種
兼
業
的
左
農

家
と
み
ら
れ
る
。
か
か
る
様
相
は
、
物
置
所
有
高
家
数
が
、
持
家
高
数
の
七
一

d
w

を
占
め
る
と
い
う
新
興
語
業
的
特
色
と
結
び
つ
く
。

、
〉
/

国
穀
類
商
に
つ
い
て
は
、
↑
そ
の
主
体
は
、
卸
閣
と
ζ

れ
に
次
ぐ
小
売

/火、

、、ノ〆

商
で
あ
る
。
一
高
家
当
た
り
納
税
額
も
、
卸
・
小
売
・
仲
間
貝
の
順
で
あ
る

o
c

持
家
商
の
多
〈
は
、
兼
業
を
伴
い
左
が
ら
経
営
を
持
続
す
る
の
に
対
し
て
、

非
持
家
卸
商
は
、
兼
業
荒
し
つ
つ
も
廃
業
へ
の
道
を
た
ど
る
o

日

19-

面
積
当
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り



納
税
効
率
や
、
一
商
家
当
た
り
延
坪
面
積
の
業
態
に
よ
る
差
は
、
顕
著
で
念
日
山
。

し
か
し
、
業
態
ど
と

K
検
討
す
る
と
、
土
蔵
が
物
置
に
比
べ
て
著
し
く
広
い
卸

商
と
、
や
や
広
い
小
売
商
・
仲
間
貝
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
卸
高
・
仲
買
で
は
、

物
置
を
持
た
ず
土
蔵
だ
け
を
持
つ
商
家
の
面
積
当
た
り
納
税
効
率
が
高
〈
、
小

売
商
で
は
、
逆
に
土
蔵
を
持
た
ず
物
置
だ
け
を
持
つ
者
家
の
そ
れ
が
古
向
日
山
。
と

れ
は
、
在
来
的
・
定
着
的
左
卸
商

1
仲
買
と
、
新
興
小
売
高
の
著
し
い
対
照
を

物
語
る
。

、、P/

国
醸
造
品
有
聞
に
つ
い
て
は
、
一
酒
商
が
主
体
で
、
残

b
が
醤
油
商
で
あ

ノ
e
¥

る
。
一
商
家
当
た
り
納
税
額
は
、
小
売
す
閣
の
方
が
卸
高
よ
り
も
多
い
が
、

ζ

の

傾
向
は
、
醤
油
溜
に
な
い
て
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
酒
は
、
持
家
・
非
持
家
両
高

に
む
い
て
売
ら
れ
る
が
、
醤
油
の
販
売
は
持
家
商
に
限
ら
れ
て
な
り
、
晴
好
品

H

酒
、
実
用
品
U
醤
油
と
い
う
商
品
特
性
の
差
を
示
す
。
酒
~
閣
の
一
週
家
当
た

り
納
税
額
を
、
非
持
家
高
・
持
家
商
別
に
み
る
と
、
前
者
で
は
、
小
売
趨
が
卸

荷
の
五
倍
を
越
え
る
が
、
後
者
で
は
、
逆

κ、
卸
商
が
小
売
商
の
二
倍
に
近
く
、

、、/

持
家
、
酒
卸
高
閣
の
納
税
規
模
が
大
き
い
。
二
経
営
面
に
な
い
て
地
味
左
醤
油
高

/
¥
 

で
は
、
起
・
廃
業
が
み
ら
れ
な
い
の

K
対
し
て
、
高
勢
の
強
M
U

酒
商
で
は
、
そ

れ
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
持
家
主
閣
で
は
大
型
の
数
少
左
い
倒
産
、
非
持
家

商
で
は
小
規
模
の
多
く
の
変
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
う
か
が
え
る

o
e
持
家
高
の

兼
業
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
多
く
の
商
家
に
行
き
渡
る
が
、
非
持
家
趨
の
そ
れ
は
、

一
部
の
商
家
に
偏
る
。
兼
業
業
種
は
、
酒
高
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
醤
油
商
で
は

実
用
品
調
で
あ
る
。
伸
一
高
家
当
た
り
d

の
延
坪
面
積
一
は
、
醤
油
商

1

左
か

で
も
小
売
商

l

k
な
い
て
広
い
が
、
酒
商
で
は
狭
く
、
と
の
傾
向
は
、
居
宅

K
な
い
て
も
さ
る
こ
と
左
が
ら
、
特
に
土
蔵
・
物
置
に
念
日
山
て
、
顕
著
で
あ
る
。

し
か
し
、
酒
高
だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
納
税
額
願
位
と
単
位
面
積
当
た
り
納

税
効
率
一
順
位
が
符
合
し
、
規
模
の
利
益
が
表
わ
れ
る
o

④

酒

商

・

醤

池

商

共

に
、
総
延
坪
面
積
の
七

1
八
婦
の
物
置
を
持
つ
に
過
ぎ
念
凶
が
、
醤
油
高
は
、

ζ

の
ほ
か
に
五
五
婦
に
及
ぶ
土
蔵
を
持
ち
、
顕
著
左
在
来
的
定
着
性
を
帯
び
る
。

¥
Pノ

国

製

茶

高

・

燃

料

商

K
づ
い
て
は
、
一
製
茶
商
は
、
生
産
地
商
業
で
あ

/
¥
 

る
。
そ
し
て
、
卸
商
代
な
け
る
持
家
商
・
非
持
家
活
の
相
違
は
、
前
者
が
、
居

宅
主
体
の
建
家
に
な
い
て
兼
業
を
行
う
の

K
対
し
て
、
後
者
は
、
兼
業
を
営
ま

な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
円
高
の
納
税
額
、
ほ
ほ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

卸
高
よ
り
も
納
税
額
の
少
左
い
仲
買
は
、
単
位
面
積
当
た
り
納
税
効
率
で
は
、

卸
商
を
は
る
か
に
越
え
て
な
り
、
居
宅
だ
け
の
狭
山
山
居
住
空
間
を
占
め
左
が
ら

¥
/
 

活
発
な
取
引
を
行
っ
て
い
た
と
と
が
分
か
る

o
C

燃
料
趨
は
、
零
細
左
小
売

で
あ
り
、
特
に
、
納
税
額
の
少
左
い
付
け
木
高
は
、
廃
業

高
(
抽
出
費
地
酒
業
)

へ
の
道
を
た
ど
る
c
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F
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形
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改
訂
増
補
版

一
1
一
八
八
頁

(
4
)
 

一
八
九

1
二
七
三
頁



(
5〉

田
村
正
夫
(
一
九
七
九
)
「
首
都
圏
の
都
市
成
長
前
線
帯
k
h
v
け
る

商
業
地
域
の
形
成
|
飯
能
市
k
b
け
る
一
八
八

0
1
一
八
九

O
年
の

底
舗
規
模
・
納
税
額
を
中
心

K
1
」
、
城
西
大
学
教
養
関
係
紀
要
三
、

一
、
五
九

1
八
一
頁

前
掲

(
3
)

二
四
八

1
二
四
九
頁
、
前
掲

(
5
)
六

O
頁

前
掲

(
3
)

二
四
九

1
二
五
七
頁
、
前
掲

(
5
)
六
O
頁

前
掲

(
5
)

八
O
頁
注
八

(
9
)

前
掲

(
5
)
八

0
1
八
一
頁
回
九

(
叩
)
前
掲

(
5
)
八
一
頁
間
一

O

(
日
)
「
商
業
税
金
徴
収
簿
(
一
八
八
二

1
一
八
八
三
年
)
」
記
載
商
家
の

う
ち
、
一
八
八
二

1
一
八
八
四
年
の
間

K
廃
業
し
た
商
家
の
割
合
。

(
ロ
)
前
掲

(
5
)

六
九
頁

(
日
)
そ
の
起
業
商
は
、
非
持
家
荒
物
小
売
商
数
の
三
三
d

初
で
あ
る
が
、
向

納
税
額
の
二
婦
に
過
ぎ
念
い
。

(
比
)
土
蔵
と
物
置
の
延
坪
比
は
、
荒
物
小
売
商
で
は
六
三
対
三
七
、
陶
器

小
売
商
で
は
こ
こ
対
七
八
、
蓬
卸
商
で
は

O
対
一

O
O
で
あ
る
。

(日
)

ζ

の
中

K
は
、
商
家
へ
の
寄
留
人

K
よ
る
起
業
も
含
ま
れ
る
。

(
凶
)

(
口
)

(
凶
)

(
凶
)

(
却
)

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

前
掲

(
5
)
七
一
頁

ζ

の
商
家
は
七
軒
長
屋
、
雑
菓
子
高
の
方
は
二
軒
長
屋
K
住
む
。

(
包
)

前
掲

(
5
)

七
O
頁一

前
掲

(
5
)
七
一
頁

「
商
業
税
金
徴
集
簿
(
一
八
八
二

1
一
八
八
三
年
)
」
記
載
商
家
の

う
ち
、
一
八
八
二

1
一
八
八
四
年
の
間

K
新
規
開
業
し
た
商
家
の
割
合
。

こ
れ
ら
の
過
半
は
、
川
寺
村
へ
の
転
居
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

(
泣
)

商
家
数
及
び
納
税
額
中
に
占
め
る
兼
業
の
ウ
エ
イ
ト
(
兼
業
率
)
は
、

持
家
商
で
は
各
六
三
係
・
一
入
省
、
非
持
家
高
で
は
各
二
九
¢
・
一
二
二

d

初
で
あ
る
。

(
お
)
し
か
し
、
と
の
商
家
の
納
税
額
は
、
茶
高
・
木
炭
商
を
通
じ
て
、
最

高
で
あ
る
。

(
担
)
納
税
額
一
五
円
の
う
ち
、

「
損
料
屋
分
二
円
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

(
お
)

の
は
、
恐
ら
く
氷
売
り
に
使
用
す
る
什
器
類
を
賃
借
し
て
凶
た
た
め
に
、

賃
貸
商
か
ら
納
税
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

延
坪
当
た

b
納
税
額
は
、
製
茶
卸
商

0
・
六
七
円
、

0
・
三
二
円
、

製
茶
仲
買
一
・

O
八
円
、

0
・
九
二
円
で
あ
る
。
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THE BUILDING AND THE BUSINESS TAXES ON THE STORES SELLING 
DAILY NECCESSITIES & GROCERIES 

- Individua1ized Ana1ysis on Each Commercia1 Item in the 
1880's in Hannoh， SaitalT祖 Prefecture-

Masao TAMURA 

1t has been my 10ng-cherished desire to ana1ize the 
formation of叶1e10ca1 cornrnercia1 region， just hefore the 
工ndustria1Revo1ution in Japan. This paper is written in 
order to ana1yze the formation of the cornrnercia1 region in 
Hannoh， Saitama Prefecture. The七ownis situated at the 
exit of the工rumaRiver in the Musashino P1ateau， and a1so 
is in the suburbs of Tokyo. 工tis about a 45km distance 
from Tokyo Station， and it had been his七orica11yconnected 
wi七h the old Tokyo (Edo) 七hrough1ruma River and Ara River. 
1 wi11 take up the dai1y necessities and groceries stores， 
because they are close1y connected with the everyday life 
of the neighborhood. 工 sha11use two indicators. 
One is the sca1e of七hestore bui1ding， and the other is 
七heamount paid as the business taxes on the store. 
The former imp1ies the economic "stock"， and the 1atter 
the economic "f1ow". 
1. The perishab1e food s七ores: The expansion of the area 
of 1urnber room implied the uptrend of cornrnerce. 
2. The sundry goods stores: 工tseems that七hechinaware 
retai1er managed much better， because of their owning 
stores. 1n the case of the kitchenware retai1ers， the 
economic c1assification was ascertained. 
3. The confectioners: The renting of the stores， the dis-
continuing of businesses， and the opening of new businesses 
were frequen七1yseen among the confectionery retai1ers. 
This showed the pettiness and the instabi1ity of business 
among the confec七ioneryretai1ers. 
4. The grain stores: Most of the se1f-owned stores continued 
七heirregu1ar business， whi1e pursuing some side business. 
On the other hand， some of the rented s七oreswere ob1iged 
to discontinue business even though the owners pursued 
a side business. 
5. The b工ewinggoods s七ores: "Sake" was sold not on1y 
at the se1f-owned stores but at the rented s七oresas we.1l， 
because the demand of "sake" was so great under the character 
of being a tab1e 1uxury. However， soy sauce was sold by 
七hese1f-owned stores. The demand for soy sauce was more 
stable than the demand for "sake" under the character of 
being one of the utility goods. As far as "sake" stores 
were concerned， the sca1e of the tax payment corresponded 
七o the one per unit area of the s七ore. Thus the tax payment 
of "sake" stores represented the so-cal1ed "sca1e of economy". 
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